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私たちは、大口町北地域自治組織とともにまちづくりに取り組んでいます。 

北っ子のみなさんの安全を願って 
～北小学校で自転車教室が開かれました～ 

去る 6 月 13 日、大口北小学校において、北地域自治組織防犯部会の主催による自

転車教室が行われました。江南警察署に依頼し、愛知県警第一機動隊「B-Force」に

来ていただき、模範走法や障害物にぶつかったときの実演を交えながら指導をしてい

ただきました。 

児童（４年生９８名）は、ヘルメットの正しいかぶり方の学習から始まり、体育館

に用意されたコースを自転車で慎重に走行していきました。教室の終わりには、白バ

イと記念撮影をして締めくくりました。  

◆注意すること◆ 

 ・ヘルメットは額を出さず、あごひもは指 2 本入る程度 

 ・歩行者がいないときは自転車に乗って、横断歩道を渡ってよ 

いが、歩行者がいるときは自転車から降りて、引いて渡る 

 ・踏切は自転車を降りて渡る 

 ・信号が青になっても右、左、右、右後ろを確認する 

（信号無視の車に注意） 

▼B-Force による自転車教室の様子 

 

 

 穴子が自信作！ 
昼の部・・11:30～14:00 

夜の部・・17:00～22:30 

(ラストオーダー各部 30 分前) 

定休日：月曜日 

(祝日は営業、翌日休業) 

 0587-96-0015 
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令和元年度 各部会メンバー及び事業計画の紹介 

令和元年度も始まり、それぞれの部会で様々な事業の企画・運営をしているところです

が、今月号では各部会のメンバーと主な活動内容についてご紹介します。 

活動目標 

 愛知県１番の安全で安心な住みよい北

地域をつくる。 

活動内容 

・6/13 北小学校にて自転車教室を開催し

ました。愛知県警第一機動隊「B-Force」

を講師に招き、基本的な乗り方、マナー、

注意点を教えていただきました。 

・9/7 江南自動車学校の先生を迎え、健康

文化センター１階 多目的室で交通安全

教室を開催します。 

・10/11 北小学校で 2 年生を対象に「つ

れさり防止」の防犯教室を開催します。 

活動目標 

 愛する家族、ふるさとを守る、災害に

強い北地域をつくる。 

活動内容 

・10/19 午前中、北地域避難・防災訓練

を開催します。居住地にてタオルによる

安否確認と、大口北小学校体育館にて各

種訓練を行います（試食あり）。 

・北小防災倉庫点検、使用方法習得研修等

を行います。   

・防災標語（児童）を募集します。 

活動目標   

 北地域内の区域、世代を越えた、人と地

域の強い絆を育む。 

活動内容  

 「福祉講座」「福祉のつどい」の開催を予

定しています。 

■防犯部会 

部 会 長 前田 弘秋(下小口) 

副部会長 前田 一郎(下小口) 

副部会長 木野 幸男(中小口) 

 服部 惠一(外 坪)  

 能田 万由(外 坪)  

 仲澤 忠 (河 北)  

 福富 清重(河 北)  

 宮内 涼二(河 北)  

 水野 秀紀(河 北) 

広瀬 康雅(上小口)  

  

牛田 春孝(上小口) 

大塚 文夫(上小口) 

五十川 弘(中小口) 

服部 昭彦(中小口) 

森  進  (下小口) 

小澤壽美子(下小口) 

■防災部会 

部 会 長 藤川 義廣(上小口) 

副部会長 熊澤 幸生(河 北) 

副部会長 川橋 朝次(中小口) 

副部会長 荒川 雄一(下小口) 

 加藤 哲也(外 坪) 

 舟橋 浩司(外 坪) 

 柘植 邦明(外 坪) 

 梅本 隆重(河 北) 

 西山 錦二(河 北) 

丹羽 義文(上小口) 

松﨑 健三(上小口) 

小塩 祥治(中小口) 

水野 満生(中小口) 

杉本 勝広(下小口) 

北折 廣幸(下小口) 

■福祉部会 

部 会 長 伊澤 清 (下小口) 

副部会長 服部 正孝(外 坪) 

副部会長 藤川 優孝(上小口) 

 舟橋 孝昇(外 坪) 

 河合知加子(外 坪) 

 藤田佐恵子(外 坪) 

 中野 幸子(河 北) 

 仙田 孝子(河 北) 

近藤みち子(上小口) 

仙田 秋男(上小口) 

山本真由美(上小口) 

安藤 良 (中小口) 

水野 末男(中小口) 

𠮷田 幸昇(中小口) 

井戸 雅晴(下小口) 

安藤 和子(下小口)   
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■環境部会 

部 会 長 古賀 雄一(河 北) 

副部会長 藤田 敏英(外 坪) 

副部会長 中野 和弘(河 北) 

 藤田 金生(外 坪) 

 服部 昌司(外 坪) 

 服部ふみ子(外 坪) 

 水野 敦夫(河 北) 

 三輪 正三(河 北) 

 近藤  幸(上小口) 

𠮷川 智子(上小口) 

 

活動目標 

 北地域の豊かな自然環境を守り育て、次

の世代へとつなげる。 

活動内容  

・北地域内の環境パトロールをしながら、

ゴミのポイ捨てや犬フンの始末の悪い場

所へ啓発看板を設置しています。 

・恒例の空き地を利用した花植えイベント

を実施します。 

・秋のごみゼロ運動を検討中です。 

・ペットボトルキャ ップ収集事業を継続

し、会員意識の高揚、自主財源の充実に

努めます。 

企画部会の取組み 

・地域の結びつきや一体感を高めます。 

・関係機関や諸団体との連携を高めます。 

・研修会や啓発活動の充実に努めます。 

・協働で進める活動の企画、各部会が行う

事業の調整をしています。 

 

広報部会の取組み 

・毎月発行のまちづくり新聞（かわら版）

の企画・編集をしています。 

・北地域自治組織の PR 活動（ふれあいま

つりなど）に努めます。 

 

■専門部会 

部 会 長 藤田 金生(外 坪) 

《企画部会》 

 藤田 敏英(外 坪) 

 古賀 雄一(河 北) 

 藤川 義廣(上小口) 

 川橋 朝次(中小口) 

 酒井 武美(下小口) 

 伊澤 清 (下小口) 

 前田 弘秋(下小口) 

熊沢 朱実(上小口) 

岩田 安生(中小口) 

水野 喜生(中小口) 

水野 久成(中小口) 

近藤 茂 (中小口) 

林部 雅彦(下小口) 

江口 洋子(下小口) 

 

 

《広報部会》 

 服部 正孝(外 坪) 

 水野 秀紀(河 北) 

 熊澤 幸生(河 北) 

 藤川 優孝(上小口) 

 近藤  幸(上小口) 

 安藤 良 (中小口) 

木野 幸男(中小口) 

■あり方検討委員会 

委 員 長 川橋 朝次(中小口) 

 藤田 金生(外 坪) 

 藤田 敏英(外 坪) 

 広瀬 康雅(上小口) 

 近藤 茂 (中小口) 

 井戸 雅晴(下小口) 

 酒井 武美(下小口) 

あり方検討委員会の取組み 

・北地域自治組織がより良い組織となるた

め、課題を整理し、組織の「あり方」を

検討しています。 

・これまで、次の事項について検討してき

ました。 

・北地域自治組織役員等の選出方法につ 

いて 

・事務員の採用について 

「安全で安心な住みよい地域社会」を 

目指して一緒にがんばりましょう！ 
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北地域自治組織に事務員さん！ 
 

 
６月１日から北地域自治組織に事務員さんが来てくれました。 

これから、北地域自治組織を下支えする様々な事務仕事を担っていただきます。 

◇事務員さん紹介◇ 

この度、北地域自治組織で事務員としてお世

話になることになりました水谷惠子です。 

生まれも育ちも、そして現在に至るまで大口

町北地域で過ごし、お世話になっています。 

皆様にご指導を賜りながら北地域自治組織

に携わり、微力ではありますが、お役に立て

ることがございましたら、お手伝いさせてい

ただきたいと思っています。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。  

下小口区主催 プレップ（ＰＲＥＰ）意識高揚運動 

 ５月２６日（日）に、下小口区主催のプレップ意識高揚運動

が学習等共同利用施設で行われました。この運動について下小

口区会事務長の酒井利
とし

成
なり

氏から、次のお話を伺いました。 

【合言葉は、  

プチプレッパーを目指そう】 

 災害に対する意識を高めたい。「一人一人が日頃から災害に 

対処する術と心を持つという意識を高められたら」と思い、 

ちょっとしたイベント＝プレップ意識高揚運動をやってみよ 

うということが役員会で決まりました。 

 ごみゼロ運動という区の人が集まる活動と合わせて実施す 

ることで、多くの人に意識を持ってもらう場にできると思って２つの行事を同じ日に行い

ました。 

 次にプレップ意識高揚運動についてお話します。「プレップ」とは備えるという意味で

す。一人一人が日頃から災害に対し「備える」という意識高揚のきっかけにする事が目的

です。 

当日は次の４つのブースで実演や説明を実施しました。 

・駐車場 Ａブース：避難・防災グッズなどの紹介→（株）三陽商会 

     Ｂブース：投げ入れ消火弾などの紹介 →（株）ファイテック 

・学共内 Ｃブース：防災・減災実践例などの紹介→災害救援ボランティア、北地域自治組織 

     Ｄブース：災害時トイレ対策（実習含む）→社会福祉協議会 

 個人的には開催したことで、少しでも個々が「備える」ことを考えるきっかけになった

のではないかと思っています。 

   ※プチプレッパーとは、備えることを個人で実行する人のことです。 


